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　50年以上も昔のことである。昭和10年に私は台湾総督府台北高等商業学校の
先生になった。台湾は日本の植民地と聞かされていたから，私は平気で台湾は
植民地という言葉を口にした。所が早速お叱りを受けた。台湾は植民地ではな
いという。では何ですかと聞いたところ，外地であるという。太平洋戦争が始
まってからはその外地という言葉もいけない。第2の内地といえということに
なった。とに角この科目担当を皆んながいやがったせいだと思う。新参者の私
が受け持つことになった。
　そこで植民政策に関する本を何冊か読んでみた。後の東京大学総長矢内原忠
雄先生の本は秀逸であると思った。洋書ではウェークフィールドの本がいいと
思った。彼はいう。征服された民族をコロニーと称するが，そこに征服者が定
着せずに単なる商業の拠点であってもよい。また軍事的，商業的目的のための
単なる駐屯地もコロニーと呼んでいるし，なかには最初から独立国であるの
に，そこに自国の人間が多数居るというだけで，コPニーと称している。アメ
リカにおけるイギリス人の移住地は最初から自治が行なわれているのにコロニ
ーと呼ぼれたという具合で，植民地の概念は実に多義あい昧，要するに対外発
展の一形式で，もとは他人の土地であっても本国の主権が及ぶ土地，そこが植
民地だといってもよいであろう。
　私は台北高商の仕事はそのままで，台湾総督府警察官及司獄官練習所講師を
命ずということになって，植民政策の講義をその練習所で担当させられたこと
がある。卒業式に出てくれというので，出席して驚いた。高商の卒業式には決
して顔を出さない総督が，壇上に立って卒業生を祝福し激励するのである。私
の手許に卒業生一人々々の出身地・年齢・学歴・月給などを書いた印鰯物があ
るので，それを見てまたびっくりした。初任級45円（昭和11年を基準にして現
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在の物価指数を約2千倍とすれぽ，45円はいまの9万円くらいになるだろう。
これでは喰えない）。私は統治の第一線に当る人間をこんな安月給で使うのは
間違いだといったが，台湾は植民地であるから本俸45円に対しては6割の加俸
が付く。従って72円。（高等官以上の者に対する加俸は5割）。別に宿舎費20円
を付加（高等官には40円付加，高等官一等及び二等を勅任官というが，その勅
任官には80円付加）。こうして初任給は合計92円（いまの貨幣価値で約18万4
千円くらい）。そして辺ぴな土地へ赴任するこどになれぽ，それに対する優遇
措置が講じてあるから，日本人警察官は現地人ぽかりの村では王様の如き生活
ができると聞かされた。こういう訳で本土では実に苦しい生活をしなければな
らないのに，植民地では現地人の犠牲において豊かな生活が保証されている。
こういう所が植民地で，実態は以上の通りである。
　戦後，日本の植民地は固よりのことだが，欧米諸国の植民地もみな独立国に
なってしまった。こうして植民地といえる所がなくなったのは，現地住民を犠
牲にして自分達だけは本国におけるよりも遙かに恵まれた生活をしつづけると
いう非人道的状態をいつまでも続けるわけに行かなくなったからであるだろ
う。戦後における諸大学・高等専門学校から，植民政策の講義が消えてなくな
ったのも以上の事情を考えれぽ，当然というべきだろう。
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